







その他のタイトル How bare mimetic roots are pronounced ? : An











































































「頭高型・中高型」はそれぞれ本稿でいう HL 型・LH 型に対応するパターンだが，
金田一・秋永（2001）にはこの二つの型の優劣関係については特に記述がない。


































で 43 枚である。すなわち 43 語の無語尾オノマトペを調査対象とした 4。
　調査語の選定に際しては，語に含まれる母音のきこえの関係を考慮し，第 1
母音と第 2 母音のきこえの水準の等しい形（V1=V2）を 23 項目，第 1 母音の
きこえが相対的に大きな形（V1>V2）を 10 項目，第 2 母音のきこえが相対的




















　音声の採録には録音機器として Roland R-09 を用い，マイクは Audio-
technica AT801F（ヘッドセット型）を使用した。各発話はいずれもサンプ





　録音調査を通じて得られた発話数は全 344 項目である。1 語あたりではそれ




















な一例を図 1 に示す。これは「ギロ」という語の発話で（話者 IA），聴覚上は
LH 型と判定されるにもかかわらず，F0 曲線は第 1 母音（V1）から第 2 母音（V2）
にわたって若干下がっている（F0 平均値：V1 部 222.5Hz，V2 部 214.9Hz）。




あったりした場合には，聴覚上 HL 型／ LH 型のいずれであるかを判定するの
は困難である。特に，第 1 音節の母音が無声化環境にあり，かつ第 2 音節初











が表 1 である。結果は極めて明快で，全 344 発話のうち実に 88.1% にあたる
303 項目の発話において LH 型の音調が聴取された。
表 1：聴覚判定結果
語 HL LH 不詳 合計 語 HL LH 不詳 合計
ビク 0 8 0 8 フワ 0 8 0 8
ガラ 0 8 0 8 クス 0 7 1 8
ドカ 0 8 0 8 ヨロ 2 6 0 8
ニヒ 0 8 0 8 ヒョコ 0 8 0 8
ズイ 2 6 0 8 ニマ 0 8 0 8
ギロ 0 8 0 8 ギシ 2 3 3 8
ガタ 0 8 0 8 スル 0 8 0 8
チャキ 1 6 1 8 ギリ 0 8 0 8
クイ 1 7 0 8 ギク 0 8 0 8
ニヤ 0 8 0 8 ドテ 1 6 1 8
ゴク 3 5 0 8 スク 0 8 0 8
カサ 0 8 0 8 ポロ 1 7 0 8
チラ 0 8 0 8 カパ 0 8 0 8
ガコ 0 8 0 8 ガク 2 5 1 8
ベシ 4 4 0 8 ザワ 0 7 1 8
ドシ 5 3 0 8 ペコ 1 7 0 8
ガチ 2 6 0 8 シュゴ 2 6 0 8
ピシャ 0 8 0 8 チャプ 1 6 1 8
ボゴ 0 8 0 8 ピタ 0 8 0 8
ピト 0 8 0 8 パク 0 7 1 8
ガバ 0 8 0 8 ガキ 1 7 0 8
カチャ 0 8 0 8
　また次に示す表 2 は，全発話を通じた第 1 母音（V1）と第 2 母音（V2）の
F0 平均値およびその差（V2 － V1）を話者ごとに求めた結果であるが，この
結果もまた，無語尾形では LH 型の音調が優勢であることを示している 8。全
HL LH 不詳 合計
合計 31 303 10 344
（%） （9.0） （88.1） （2.9） （100.0）
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ての話者を通じて V1 から V2 にかけて F0 平均値の上昇が認められる一方で，
HL型の知覚に寄与するV1～V2間でのF0 平均値の顕著な低下は見られなかっ
た。全体の平均値を見ても，V1 と V2 とでは 14.3Hz の差（上昇）が見られる。
以上の所見から，無語尾オノマトペでは LH 型の音調が圧倒的に優勢なパター
ンとして現れやすいことが分かる。
表 2：V1・V2 の F0 平均値（単位 :Hz）
話者 V1 V2 差（V2-V1）
MT 195.7 208.6 12.9 
AH 192.3 213.8 21.5 
KM1 216.7 237.1 20.4 
IH 226.4 227.8 1.4 
MY 194.0 203.8 9.7 
IA 234.7 246.3 11.7 
KM2 194.0 207.4 13.3 
KM3 202.5 225.9 23.4 





　HL 型と判断される音調を含んだ語は全部で 16 語見られたが，これらは音
韻的性質に基づいて三つの群に分けることができる。二重母音 /ui/ を含むも
の（4a），語末が狭母音 /i, u/ で終わるもの（4b），およびそれ以外の語群（4c）
である。








れる（4b）である。HL 型の音調が観察された全 16 語のうち半数以上の 9 語
がこの群に該当する。このことから，語の第 2 母音（V2）のきこえが HL 型
の音調を誘発した可能性が大いに考えられる。そこで全 344 発話のうち型判





　ただし，V2 が狭母音であれば常に HL 型が観察されたというわけではない。
次に示す表 3 は，V2 に /i/ または /u/ を含む形式を表 1 から抽出し，HL 型発
話の数および第 1 母音（V1）・第 2 母音（V2）のきこえの関係を整理して示
したものである。
表 3：V2 に /i, u/ を含む語






















「ビク～パク」では，「パク」1 語を除いて V1 と V2 の間にはきこえの差がない。
一方，HL 型の発話が見られた語群「ズイ～ガキ」では，「ズイ，クイ，ギシ」
の 3 語を除く他の全ての語において V1 のほうが V2 よりもきこえの大きな母










く自然な振る舞いだと言える。たとえば富山方言の 2 拍名詞第 2・3・5 類の
アクセントは，第 2 拍の母音が非狭母音 /a, e, o/ であれば 2 拍目に，狭母音 /i, 


















　（5）アクセント型（（   ）は有核フット）
　　　ａ．語頭型
ガ’タガタ (ga’ta)gata サ’ッサ (sa’Q)sa
ポ’ンポン (po’N)poN ギ’クシャク (gi’ku)syaku
ス’イスイ (su’i)sui キ’ンキラ (ki’N)kira
ザ’ー ザー (za’a)zaa グ’ー スカ (gu’u)suka
　　　ｂ．語末型
バタ’ッ ba(ta’Q) ドッカ’ン doQ(ka’N)
ガタ’ン ga(ta’N) グンニャ’リ guN(nya’ri)
クル’リ ku(ru’ri) バタバタ’ッ bataba(ta’Q)
ササ’ッ sa(sa’Q) ガタガタ’ン gataga(ta’N)
ポポ’ン po(po’N) シュルル’ッ syuru(ru’Q)





















































　加えて F0 値の測定結果も，この 2 語がピッチの動態に関して一致した特徴
を持つことを示すものであった。F0 値の測定は以下の手続きで行った。まず語
の第 1 音節 /ga/ の母音部の F0 最小値（P1）および第 2 音節 /ra（Q）/ の母音
部における F0 最大値（P2）を測定し，二つの値の差を求めたうえで，これを


























（7, 7） = 0.220502, P = 0.0641106（両側確率），n.s.）。続いて有意水準を 5% と
して平均値の差の検定を行ったところ，両群の平均値には差がないことが確認





















辞典（Kakehi, Tamori, and Schourup 1996）に収録されている 230 項目の語
根について，リ語尾・撥音語尾・促音語尾との共起頻度を調べ，促音語尾だけ
が 9 割もの語根と共起していたことを明らかにしている。これはリ語尾・撥





































3 　使用した作品は『巷説百物語』1 ～ 3 巻（京極夏彦原作，日高建男作画，リイド社）
である。この作品では無語尾オノマトペが高頻度で用いられているため，本研
究の調査にとって好適と判断した。
4 　ただし，後に 5 節で述べるように，これら 43 項目に加えて 1 項目の促音具有形
「ガラッ」を含めた。




7 　Praat ver. 5.2.21（Boersma and Weenink 2010）





V2 ＝狭母音 24 120 144
V2 ＝非狭母音 7 183 190
合　計 31 303 334
10　V2 が狭母音である 19 語（表 3 に示した語）を対象とし，それぞれについて HL 型・
LH 型の発話数ならびに V1・V2 間のきこえの関係をまとめたのが次表である。
独立性の検定はこのクロス表に基づいて行った。
HL LH 合計
V1>V2 19 49 68
V1 ＝ V2 5 71 76
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